[bookmark: msg13]法人税率の引き下げを求める財界(経団連)の本音はどこに？
９月11日付で、当ホームページのページブログに「菅総理の街頭演説はマユツバだ！」と題するエッセーを投稿した。そこでは、民主党の党首選中に菅氏が街頭から「法人税を下げないと、企業が外国に逃げる」と叫んでいることを批判した。その論拠の一つとして、財界の代表自身が「日本の法人税は高くない」と証言していることを指摘した。
ところが、９月14日付で日本経団連が発表した「平成23年度税制改正に関する提言」では、相変わらず「日本の法人実効税率は約40％と世界最高水準に貼りついたままとなっている」として、「このままでは、国内において十分な投資や雇用の水準を維持することが不可能」だと国民を恫喝している。
そこで、当の日本経団連で税制の専門部署にあたっている安部泰久氏の発言を紹介しようと思う。
以下は、その関係部分の発言全文である。アンダーラインは、筆者（Ｋ）。
①『国際税制研究』№18号（2007年5月21日発行　国際税制研究センター発行）
巻頭のForum「抜本的税制改革の諸課題」における安部泰久氏（社団法人日本経済団体連合会　経済第二本部長）の発言から
「法人税の実効税率をはじめとする企業の税負担ですが、望ましい数字などはあるべくもなく、国際比較した意味がありません。日本は40％台に下げたと言いながら、その間、他の国がもっと税率を下げてしまったので、調整が必要だというのは建前的な発言ですが、実は日本では本当に国際的に活躍している大企業の実際の税負担率は、実効税率＝表面税率ほど高くはありません。／それには２つの要因がありまして、一つ目は政策減税の効果がかなり効いており、研究開発減税だけでも相当影響があります。その他もろもろの租税特別措置を合わせると、例えば製造業の場合、実際の税負担率はおそらく30％台前半になります。／もう一つは、国際展開せいている企業は、税金の低い国でかなり事業活動を行っていますから、全世界所得に対する実効税率はそれほど高くはない。むしろ問題は、国内に取り残された中堅以下の会社あるいはドメスティックな産業であって、これらの企業は逆に言うと国際競争が必要ないわけですから、国際的な比較で実効税率の議論をしてもあまり意味がありません。／今、ただちに法人実効税率を下げなければならないとうく理屈はあまりないわけです。」
②『税務弘報』2010年1月号（中央経済社刊）
特別鼎談「あるべき税制論議とは？」における安部泰久氏（本誌では、同氏の肩書を「社団法人日本経済団体連合会　経済基盤本部長」と紹介）の発言から。
「私は昔から日本の法人税は、みかけほどは高くないと言っています。表面税率は高いけれども、いろいろな政策税制あるいは減価償却から考えたら、実はそんない高くない。今でも断言できますが、特に製造業であれば欧米並みではある。もちろんアジア諸国よりはずっと高いですが。欧米の普通の国に比べて高いという実証データはありません。日本の法人税負担は、税率は高いけれども税率を補う部分できちんと調整されていると思います。」
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